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長崎県の歴史・文化をわかりやすく楽し
く学び、歴史の旅に出かけたくなるよう
な「歴史の旅と遊学サイト」。「長崎Web
学会」など最新の情報を随時掲載。
http://tabinaga.jp/

旅する長崎学 TABINAGA

長崎県文化振興課の公式アプリケーション。
長崎県内のミュージアムや文化施設を完全網羅し、開催中
のイベント情報や施設情報を確認できます。また、最旬のイ
ベント情報をプッシュ通知でお知らせします。

長崎県内のミュージアム（美術館、博物館、動植物園、水族館
など）・文化ホールを施設分類やエリア、分野で検索する事が
でき、各施設の基本情報のほか、展覧会や講演会などのイベ
ント情報も見ることが出来ます。県内ミュージアムの見学やイベ
ントをお調べの際にご活用ください。あわせて、各施設の専門
家などによるコラム（月に1度更新）や、本情報誌など読み物も
たくさん掲出しています。　http://nagasaki-bunkanet.jp/

無料アプリ
ながさきミュージアム

長崎県歴史・文化ポータルサイト 
ながさき歴史・文化ネット

App StoreまたはGoogle playで ながミュー

究める・つなげる「長崎の歴史」魅力発信事業 長崎を学ぶウェブサイト

〒850-0862 長崎市出島町2-1
095-833-2110
10：00～20：00（最終入場は30分前まで）
第2、第4月曜日（祝日の場合は火曜日が休館）、年末年始
http://www.nagasaki-museum.jp/

●
●
●
●
●

所
電
時
休
HP

長崎県美術館
〒850-0007 長崎市立山1-1-1
095-818-8366
8：30～19：00（12～3月は、8：30～18：00）
第3月曜日（祝日の場合は翌日） ※その他メンテナンスのため休館する場合があります
http://www.nmhc.jp/

●
●
●
●
●

所
電
時
休
HP

長崎歴史文化博物館

〒811-5322 長崎県壱岐市芦辺町深江鶴亀触515番地1
0920-45-2731
8：45～17：30（最終入館は30分前まで）
毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
※GWおよび夏休み期間中は無休 ※12月29日～31日休館
http://www.iki-haku.jp/

●
●
●
●

●

所
電
時
休

HP

壱岐市立一支国博物館
〒850-0921 長崎市松が枝町4-46
095-827-8746
9：00～17：00（最終入館20分前まで）
第3月曜日（祝日の場合は翌日）
http://www.nmhc.jp/museum/

●
●
●
●
●

所
電
時
休
HP

長崎市旧香港上海銀行長崎支店記念館
長崎近代交流史と孫文･梅屋庄吉ミュージアム

@nagasaki_museum @ngs_rekibun

つる き ふれ

日
本
のマ
リ
ア
像
展

【
特
集
❶
‐
１
】

浦
上
の
キ
リ
シ
タ
ン

【
特
集
❶
‐
２
】

隠
元
禅
師
と
黄
檗
文
化

【
特
集
❷ 

】

表紙画像： 《お祈り》 （撮影 西郷次郞 個人蔵）／《隠元禅師》 長崎歴史文化博物館蔵
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令
和
元
年
11
月
24
日
、ロ
ー
マ
教
皇
フ

ラ
ン
シ
スコ
台
下
が
来
県
さ
れ
、原
爆
落
下

中
心
地
で
平
和
の
メッ
セ
ー
ジ
を
長
崎
の

地
か
ら
世
界
へ
発
信
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。教
皇
と
し
て
の
来
県
は
、１
９
８
１
年

（
昭
和
56
）の
故
ヨハ
ネ･

パ
ウ
ロ
２
世
以
来

38
年
ぶ
り
２
度
目
。世
界
的
に
も
希
有
な

出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
長
崎
県
・
長
崎
市
・
長
崎
歴
史

文
化
博
物
館
で
は
、フ
ラ
ン
シ
スコ
台
下
の

長
崎
県
御
訪
問
と「
長
崎
と
天
草
地
方

の
潜
伏
キ
リ
シ
タン
関
連
遺
産
」のユ
ネ
スコ

世
界
文
化
遺
産
登
録
１
周
年
を
記
念

し
、特
別
企
画「
日
本
の
聖
母
マ
リ
ア
像
展

―

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
キ
リ
シ
タ
ン
関

係
遺
品
を
中
心
に―

」を
11
月
９
日
か
ら

12
月
７
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
展
覧
会
で
は
、聖
ザ
ビエル
の
宣
教
開

始
か
ら
、禁
教
・
弾
圧
、潜
伏
、そ
し
て
信
徒

発
見
・
再
布
教
期
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ
て

キ
リ
シ
タ
ン
の
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
た

「
聖
母
マ
リ
ア
」に
つ
い
て
、そ
の
崇
敬
の
歴

史
、イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
を
紹
介
し
ま
し
た
。

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
遺
品
を
中
心
に

日
本
の
聖
母
マ
リ
ア
像
展

【
特
集
❶
‐
１
】 

開
催
記
録

展
示
期
間
／
２
０
１
９
年
11
月
９
日（
土
）〜
12
月
７
日（
土
）

展
示
会
場
／
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館 

３
階
企
画
展
示
室 

第
４
室

主　
　

催
／「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」企
画
展
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
長
崎
県
、長
崎
市
、長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
）

ロ
ーマ
法
王
来
県

世
界
文
化
遺
産﹁
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
﹂

特
別
企
画

オープニング式典でのテープカット（11月8日）

目
次

271015161718192021
特
集
① ‒ 

１　

　
　
　

特
集
① ‒ 

２　

　
特
集
②　

連　

載　

ミ
ュ
ー
ジ
アム
の
人
々

　
　
　
　
　
　

   　

小
値
賀
町
教
育
委
員
会　

平
田
賢
明
さ
ん

　
　
　
　

ミ
ュ
ー
ジ
アム
逸
品
紹
介
①

　
　
　
　
　
　

   　

大
村
市
歴
史
資
料
館

　
　
　
　

ミ
ュ
ー
ジ
アム
逸
品
紹
介
②

　
　
　
　
　
　

   　

三
川
内
焼
美
術
館

　
　
　
　

自
慢
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　

   　

が
ま
だ
す
ド
ー
ム（
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
）

　
　
　
　

建
物
探
訪

　
　
　
　
　
　

   　

雲
仙
市
神
代
小
路
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

　
　
　
　

地
域
班
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　

   　

若
者
ア
ー
ト
L
O
V
E
な
が
さ
き
創
造
プ
ロ
ジェ
ク
ト

　
　
　
　
ス
ペ
シ
ャ
ル・ト
ピ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　
　

   　

今
に
息
づ
く
黄
檗
文
化
と
隠
元
禅
師

日
本
の
聖
母
マ
リ
ア
像
展

　浦
上
の
キ
リ
シ
タン

隠
元
禅
師
と
黄
檗
文
化

　

２
０
１
３
年（
平
成
25
）２
月
に
創
刊
し
ま
し
た
本
誌
で
は
、本
県
の
特
色
あ
る
歴
史
や
文
化
を
、

ミュー
ジ
アム
施
設
を
中
心
と
し
て
紹
介
し
てい
ま
す
。

ポ
ー
タル
サ
イ
ト「
な
が
さ
き
歴
史・文
化
ネッ
ト
」（http://nagasaki-bunkanet.jp

）、

そ
し
て「
旅
す
る
長
崎
学
」（https://tabinaga.jp/

）と
あ
わ
せ
て
、県
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

県
外
か
ら
観
光
等
で
お
越
し
に
な
ら
れ
る
皆
様
に
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

２
０
２
０
年（
令
和
２
）２
月　

長
崎
県
文
化
観
光
国
際
部
文
化
振
興
課
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主
会
場
と
な
っ
た
３
階
企
画
展
示
室

で
は
、長
崎
に
ゆ
か
り
の
あ
る「
キ
リ
シ
タ

ン
関
係
遺
品
」（
東
京
国
立
博
物
館
所

蔵
）を
中
心
に
、国
重
要
文
化
財
31
点
を

含
む
53
点
を
展
示
し
、６
章
構
成
で
県

内
外
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
伝
え
た「
聖
母
マ
リ

ア
」像
を
展
示
し
、県
民
市
民
の
皆
様
へ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
台

下
の
御
来
県
を
機
に
当
地
へお
越
し
い
た

だ
い
た
多
く
の
か
た
が
た
に
も
、長
崎
県

の
特
色
あ
る
歴
史
や
文
化
の
魅
力
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
‐
１
章
で
は
、キ
リ
シ
タ
ン
大
名
・
高

山
右
近（
１
５
５
２
？―

１
６
１
５
）に
ゆ

か
り
の
あ
る
大
阪
府
北
部
茨
木
市
の
千

提
寺
・
下
音
羽
地
区
で
発
見
さ
れ
た
キ
リ

シ
タ
ン
遺
物
に
み
え
る
聖
母
像
と
し
て
、オ

リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
が
と
も
に
並
ぶ
こ
と
が

稀
な《
紙
本
著
色
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
》

（
個
人
蔵
、
茨
木
市
立
文
化
財
資
料
館

保
管
）や《
紙
本
著
色
聖
母
十
五
玄
義
・

聖
体
秘
跡
図
》（
京
都
大
学
総
合
博
物
館

蔵
）を
展
示
し
ま
し
た
。

　

２
‐
２
章
で
は
、京
極
高
次（
１
５
６

３―

１
６
０
９
）・
高
知
兄
弟
や
そ
の
姉

妹
・
両
親
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
多
かっ

た
京
極
家
ゆ
か
り
の
福
井
県
三
方
郡
で

発
見
さ
れ
た《
聖
母
子
図
》（
南
蛮
文
化

館
蔵
）を
展
示
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
16
世
紀
末
か
ら
17
世
紀
初
期
に

西
洋
画
を
学
ん
だ
日
本
人
の
手
に
よ
る

作
品
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

３
章
で
は
、聖
母
に
つ
い
て
の
代
表
作

と
な
っ
て
い
る
２
作
品
、禁
教
下
の
１
７

０
８
年（
宝
永
５
）に
イ
タ
リ
ア
人
宣
教

師
ジョ
ヴ
ァンニ・シ
ド
ッ
ティ（
１
６
６
７―

１
７
１
４
）が
日
本
に
潜
入
し
た
際
の
携

行
品
で
あ
っ
た《
聖
母
像（
親
指
の
マ
リ

ア
）》と
あ
わ
せ
て
カ
ルロ・ド
ル
チ《
悲
し
み

の
聖
母
》（
国
立
西
洋
美
術
館
蔵
）を
比

較
で
き
る
展
示
も
実
現
し
ま
し
た
。

　

１
章
で
は
、布
教
期
に
海
外
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
聖
画
類《
聖
母
子
像（
雪
の
サ

ン
タ
マ
リ
ア
）》や《
三
聖
人
像
》な
ど
の
ほ

か
、日
本
人
が
模
し
た
と
さ
れ
る《
三
聖
人

像（
模
写
）》や
１
５
９
７
年（
慶
長
２
）、

有
家
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
日
本
人
画
学
生
の

手
で
印
刷
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る《
セ
ビ

リ
ア
の
聖
母
》（
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教

区
蔵
）を
紹
介
し
ま
し
た

１章 長崎（長崎奉行所）ゆかりの聖母像

３章 シドッティと聖母像

４章 浦上三番崩れとマリア観音

５章 生月・平戸系、外海・五島・長崎系の潜伏キリシタンのマリア崇敬

６章 パリ外国宣教会の再布教と浦上四番崩れに見るマリア崇敬

展示構成

内覧会（2019年11月8日）の模様　当日、140人が参加

《マリア十五玄義図》（東家本･個人蔵）（左）と
《聖母十五玄義》（原田家本･京都大学総合博物館蔵）（右）

1章から2-1／2-2章までの展示作品

《悲しみの聖母》（中央）と《聖母像（親指のマリア）》（左下）

会場入口から展示室内を望む

会場内全体 銅牌や鉛牌、メダイなどを展示した中央のケース

《三聖人像》（右）と《三聖人像（模写）》（左）

２‐１章 千提寺・下音羽に伝わる聖母の姿
２‐２章 福井に伝わる聖母の姿
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続
く
４
章
は
、長
崎
浦
上
村
山
里
の
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
各
家
々
に
秘
蔵
し
、

聖
母
マ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
を
投
影
さ
せ
て
い

た
白
磁
の
観
音
像《
マ
リ
ア
観
音
像（
ハン

タマル
ヤ
像
）》６
体
を
展
示
し
ま
し
た
。こ

れ
ら
は
１
８
５
６
年（
安
政
３
）に
発
生

し
た
浦
上
村
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
検
挙
事

件「
浦
上
三
番
崩
れ
」の
際
に
押
収
さ
れ
、

長
崎
奉
行
所へ
収
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

５
章
で
は
、世
界
文
化
遺
産
の
各
構

成
資
産（
集
落
）の
う
ち
、生
月（
平
戸

市
）に
伝
わ
る《
お
掛
け
絵
》や《
お
札
》、

外
海
地
区（
長
崎
市
）に
伝
わ
る《
教
会

歴
日
繰
帖
》や《
メ
ダ
イ
》な
ど
の
信
心
具

が
物
語
る「
聖
母
マ
リ
ア
像
」を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

結
び
の
６
章
で
は
、開
国
後
の
日
本
に

お
け
る「
信
徒
発
見
」後
の
再
布
教
期
、

東
ア
ジ
ア
の
布
教
を
担
っ
て
い
た
パ
リ
外

国
宣
教
会
に
よ
っ
て
新
た
に
国
内
へ
も
た

ら
さ
れ
た
近
代
の
信
心
具
、石
膏
製
の

《
聖
母
像
》や《
守
裂（
ス
カ
プ
ラ
リ
オ
）》、

《
ロ
ザ
リ
オ
》、《
メ
ダ
イ
》な
ど
を
展
示
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
展
示
し
た
近
代
の
信
心
具

は
、１
８
６
７
年（
慶
応
３
）に
浦
上
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
か
ら
長
崎
奉
行
所
に

収
納
し
た
も
の
で
、幕
末
か
ら
明
治
初

年
に
か
け
て
大
弾
圧
事
件
に
発
展
し
た

「
浦
上
四
番
崩
れ
」に
お
け
る
押
収
品
で

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、一
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

で
は
、「
浦
上
の
キ
リ
シ
タ
ン―

弾
圧
と
復

興
の
歴
史
」と
題
し
て
長
崎
市
浦
上
地

区
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
歩
ん
だ
歴
史
を
写
真

パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
し
た（
次
頁
参
照
）。

　

な
お
、長
崎
に
ゆ
か
り
の
あ
る「
キ
リ
シ

タ
ン
関
係
遺
品
」に
つ
い
て
は
、平
成
17
年

の
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
開
館
以
来
、

東
京
国
立
博
物
館
の
御
協
力
を
得
て
、

常
設
展
示
ゾ
ー
ン
で
あ
る
奉
行
所
展
示

室
で
の
通
年
公
開
を
続
け
て
い
ま
す
。

　キリシタンを摘発するための「踏

絵」、宣教師たちが持参した聖画、浦上

三番崩れ、浦上四番崩れの際の押収

品などキリスト教に関わるものは、長崎

奉行所立山役所の宗門蔵で明治初め

頃まで厳重に管理されており、1870年

（明治3）、浦上四番崩れの配流先で信

徒が身につけていた信心具は没収さ

れ、長崎県へ送り返されました。

　これら遺品類は1874年（明治7）、長

崎県から東京の教部省へ移管され、内

務省社寺局、同省博物局、博物館を管

轄する農商務省、宮内省を経て1889年

（明治22）設置の帝国博物館（1900年、

帝室博物館と改称）所蔵となり、戦後、

東京国立博物館に移管され、1977年

（昭和52）には「長崎奉行所旧蔵」の資

料を中心に「長崎奉行所キリシタン関

係資料」の名称で国の重要文化財に

指定されました。　　

　

会
期
終
盤
の
11
月
27
日
か
ら
は
、ロ
ー

マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
台
下
の
長
崎
御
来

訪
時（
24
日
）に
特
別
観
覧
を
さ
れ
た《
マ

リ
ア
観
音
像（
帳
方
吉
蔵
旧
蔵
）》や
《
ロ

ザ
リ
オ
》な
ど
五
作
品
を
追
加
展
示
し
、

12
月
７
日
を
も
っ
て
好
評
の
う
ち
に
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
会
場
な
が
ら
、全
展
示

作
品
の
う
ち
７
割
以
上
を
指
定
文
化
財

が
占
め
た
本
展
覧
会
は
、「
日
本
の
聖
母

マ
リ
ア
像
」に
つ
い
て
濃
密
な
展
示
を
実

現
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

《マリア観音像（ハンタマルヤ像）》
旧所有者名を記した墨書・付札などもある。

《舘浦黒田家隠居 お掛け絵「受胎告知」》 （平戸市生月町博物館･島の館寄託）

聖母の保護を受ける護符として信徒が肌身離さず用いた
《守裂（スカプラリオ）》 （東京国立博物館蔵）

重要文化財《聖母像》 19世紀 ヨーロッパ製（東京国立博物館蔵）

《旧堺目「お札」》 （平戸市生月町博物館･島の館蔵）

11月27日から追加展示したフランシスコ台下特別観覧の作品 《ロザリオ》や《メダイ》を展示した６章のコーナー

東京国立博物館
「キリシタン関係遺品」

１階エントランスの関連展示「浦上のキリシタン」
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1980年(昭和55)、
浦上天主堂の改装工事が完成。
外壁を赤レンガタイルで張り、「赤レンガ」の
美しい天主堂としてよみがえった。

改装された天主堂
（個人蔵 写真絵葉書）

天主堂内の正面の祭壇は、
1934年（昭和9）に浦上の信徒から寄贈されたもの。

被爆前の天主堂内部
（長崎歴史文化博物館蔵）

1914年（大正3）、天主堂の献堂式がおこなわれた。ただし双塔は未完成。
正面下層部は、色の濃いレンガでたくさんの十字架が表現されていた。

双塔のない天主堂（正面） （長崎歴史文化博物館蔵）
1959年（昭和34）、
鉄筋コンクリート造の再建浦上天主堂が完成した。

再建された天主堂 （長崎歴史文化博物館蔵）

昭和戦前期の天主堂内部にて祈りを捧げる浦上の信徒たち。
《お祈り》 （撮影 西郷次郞 個人蔵）

弾
圧
と
復
興
の
歴
史

浦
上
の
キ
リ
シ
タ
ン

【
特
集
❶
‐
２
】 

関
連
展
示

特
別
企
画「
日
本
の
聖
母
マ
リ
ア
像
」展
の
関
連
展
示
と
し
て
、

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
１
階
エン
ト
ラ
ンス
ホ
ール
で
は
、

「
キ
リ
シ
タン
関
係
遺
品
」の
出
自
の
ひ
と
つ
で
あ
る

長
崎
市
浦
上
地
区
の
キ
リ
シ
タン
が
歩
ん
だ
歴
史
を

写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
し
た
。

双塔がまだ完成していない天主堂。
双塔のない天主堂（南側から） （長崎歴史文化博物館蔵）

1925年（大正14）、天主堂の双塔が完成。

双塔が完成した天主堂（正面）
（長崎歴史文化博物館蔵）

1920年（大正９）は浦上キリシタン配流50周年の年だった。その年におこなわれた堅信式のあとの集合写真。
この写真には総勢523人の信徒が写っている。

堅信式の後 （パリ外国宣教会発行 個人蔵）

1918（大正7）～1932（昭和7）ころ

天主堂正面から出てくる
シスターたち
（長崎歴史文化博物館蔵）
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浦上天主堂史料陳列室にならぶ数多くの史料。 浦上の信徒から寄贈されたものか。
中央上に大天使ミカエル像が見える（左参照）。 1918年（大正7）～1932（昭和7）ころ。

陳列室にならぶ史料群 （長崎歴史文化博物館蔵）

1945年（昭和20）11月23日、被爆死者の追悼ミサが行われた。
天主堂正面から下りたところに、南向きに祭壇が設けられた。
この日600人の信徒が参加したといわれている。

被爆3ヵ月後の浦上天主堂 （長崎原爆資料館蔵）

史料陳列室にならんでいた「大天使ミカエル」像の写真。
この絵は原爆によって焼失した。

原爆にて焼失した大天使ミカエル像 （長崎歴史文化博物館蔵）

被爆した天主堂の南側に、1946年（昭和21）、木造の仮聖堂が建てられた。
原子野に毎日ミサがささげられることとなった。 1949年（昭和24）5月29日撮影

被爆４年後の仮聖堂 （長崎原爆資料館蔵）

　

江
戸
時
代
初
期
、隠
元
禅
師
を
は
じ

め
と
し
た
僧
侶
や
文
化
人
ら
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
、当
時
最
新
の
中
国
の
文
化

（
明
清
文
化
）を
黄
檗
文
化
と
い
い
ま
す
。

　

日
本
に
取
り
込
ま
れ
た
黄
檗
文
化

は
、や
が
て
新
し
い
日
本
の
文
化
を
生
み

出
す
源
泉
と
な
り
ま
し
た
。

　

室
町
時
代
中
期
以
降
、中
国
か
ら
の

渡
来
僧
は
激
減
し
、さ
ら
に
江
戸
時
代

の
鎖
国
体
制
に
よ
り
外
国
か
ら
の
文
化

面
の
刺
激
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。こ
う

し
た
状
況
下
で
、日
本
の
文
化
は
閉
塞

感
を
強
め
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。隠
元
は
、

こ
の
閉
塞
感
を
打
ち
破
る
存
在
だ
っ
た

と
言
え
ま
す
。

　

隠
元
渡
来
以
降
、宗
教
や
生
活
な
ど
、

様
々
な
面
で
文
化
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、

そ
の
成
果
は
日
本
に
完
全
に
定
着
し
ま

し
た
た
。私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
そ

れ
ら
成
果
を
見
直
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

《隠元禅師》
長崎歴史文化博物館蔵

【
特
集
❷
】

隠
元
禅
師
と
黄
檗
文
化

い
ん

げ
ん

ぜ
ん

じ

お
う

ば
く

み
ん
し
ん

　中国福建
省生まれ。

俗名は林曽
炳。明清交

替期に黄檗
山萬福寺（

福建省）の
住職を務め

た。慈悲深く
、高い学識

と芸術性を
あわせ持っ

た当時の禅
宗界をリード

する高僧。

　江戸時代
初めに日本

に渡来し、「
黄檗宗」の

開祖となる
。また、隠元

豆や煎茶の
習慣など、当

時の中国か
ら多くの文

物を日本に
もたらした。

「隠元禅師とは?」

隠元隆琦（1592─167
3）りゅう

いん げん
き

ふっ

おう

ぶんぶつ

せんちゃ

じ ひ

ばくさん ま
ん ふく じ

けんしょう

りん そう
へい
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従来の日本人の食事は一人ずつに用意されたお膳で行われるのが一般的でしたが、
黄檗文化によって四角い卓子（テーブル）がもたらされました。
卓子はのちに、長崎名物・卓袱料理にかかせない円卓となりました。
さらにその後、卓子はちゃぶだいのルーツとなります。

食卓
12世紀、臨済宗の開祖栄西が茶の種を日本に持ち帰り、その後日本に茶が広まりました。
それらは、碾茶や挽茶と呼ばれる茶葉を粉末にし、湯に溶かして飲むもので、
主に支配階級や有力者など限られた人に嗜まれました。
一方、煎茶は隠元がもたらしたと言われ、
江戸時代、禅僧だけでなく都市部や宿場町の茶屋などを通して庶民の間にも普及しました。
また、日本では煎茶道としても発展を遂げました。

煎茶

１
５
９
２
年

１
５
９
２
〜
３
年

１
６
０
３
年

１
６
２
０
年

１
６
２
６
年

１
６
３
４
年

１
６
３
７
年

１
６
３
９
年

１
６
４
２
年

１
６
４
６
年

１
６
４
８
年

１
６
４
９
年

１
６
５
２
〜
３
年

１
６
５
４
年

１
６
５
５
年

１
６
５
８
年

１
６
６
１
年

１
６
６
２
年

１
６
６
４
年

１
６
７
３
年

西 

暦
《
年 

表
》

中
国
で
の
で
き
ご
と

日
本
で
の
で
き
ご
と

隠
元
、福
建
省
に
生
ま
れ
る
。

文
禄
・
慶
長
の
役
を

遠
因
と
し
て
明
が
弱
体
化

隠
元
、出
家

隠
元
、悟
り
を
ひ
ら
く
。

隠
元
、黄
檗
山
萬
福
寺

（
福
建
省
）の
住
職
と
な
る
。

『
隠
元
禅
師
語
録
』出
版
。

大
ヒ
ッ
ト
。

以
後
生
涯
に
わ
た
っ
て

逐
次
続
編
が
出
さ
れ
る
。

明
朝
滅
亡
。

清
朝
、北
京
に
都
を
う
つ
す
。

隠
元
、竜
泉
寺

（
福
建
省
）の
住
職
と
な
る
。

隠
元
、再
び
萬
福
寺

（
福
建
省
）の
住
職
と
な
る
。

四
度
目
の
要
請
で

つ
い
に
隠
元
中
国
を
発
つ
。

鄭
成
功
、台
湾
で
没
す
る
。

豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
を
開
始

（
文
禄
・
慶
長
の
役
の
は
じ
ま
り
）

江
戸
幕
府
成
立

長
崎
最
初
の
唐
寺
、

東
明
山
興
福
寺
開
創
。（
諸
説
あ
り
） 

興
福
寺
２
代
住
職

（
１
６
３
５
年
就
任
）の
黙
子
、

長
崎
中
島
川
眼
鏡
橋
を
架
造
。

鎖
国
体
制
完
成

隠
元
の
弟
子
・
也
懶
の

友
人
で
あ
る
唐
僧
の
無
心
が

日
本
に
渡
来

無
心
、也
嬾
を
日
本
に
招
く
。

し
か
し
也
懶
は
船
が
難
破
し
て
死
亡

ま
た
こ
の
年
、輸
入
さ
れ
た

『
隠
元
禅
師
語
録
』が
京
都
の
仏
教
界
で

セ
ン
セ
ー
ション
を
巻
き
起
こ
す
。

以
降
、隠
元
の
名
は
日
本
国
内
に

急
速
に
広
ま
る
こ
と
と
な
る
。

興
福
寺
３
代
住
職
・
逸
然
を

は
じ
め
と
す
る
長
崎
の
唐
人
社
会
が
、

隠
元
に
度
重
ね
て
渡
来
を
要
請

隠
元
、長
崎
に
上
陸

興
福
寺
や
崇
福
寺
で
多
く
の
言
葉
を
の
こ
す
。

今
は『
普
照
国
師
語
録
』中
に
伝
わ
る
。

隠
元
、慈
雲
山
普
門
寺

（
大
阪
府
高
槻
市
）に
入
る
。

隠
元
、４
代
将
軍
・
徳
川
家
綱
と
会
見
。

隠
元
、黄
檗
山
萬
福
寺

（
京
都
府
宇
治
市
）を
開
創
。

隠
元
、慈
愛
の
説
法
。

（
こ
の
年
、池
を
掘
り
放
生
す
る
。）

後
水
尾
法
皇
よ
り

大
光
普
照
国
師
号
を
授
か
る
。

隠
元
、示
寂

唐
寺
の
福
済
寺（
１
６
２
８
年
開
創
）、

崇
福
寺（
１
６
２
９
年
開
創
）、

と
合
わ
せ
て
長
崎
三
福
寺
と
呼
ば
れ
る
。

隠元らによりもたらされた豆は、
隠元豆と呼ばれ、今も身近な食材です。

隠元豆

日本に定着した
黄檗文化

元々は中国生まれの精進料理。
隠元が普茶料理中の一品としてもたらしました。

一般的な豆腐の製法とは異なり、
ゴマの風味とねっとりとした食感が特徴です。

ゴマ豆腐

隠元が伝えた中国風の精進料理。油を多用するのが特長で、その調理法は極めて洗練されています。
卓袱料理のルーツの一つとなりました。

普茶料理

《唐人食卓》 長崎歴史文化博物館蔵

お膳

卓袱料理

《かぎやおせん》 (北尾重政筆、東京国立博物館蔵) 煎茶道の点前 日本礼道小笠原流

たく

しょう

りんざいしゅう えい

てん ちゃ ひき ちゃ

たしな

さい

じんりょう り

しっ ぽくりょう り

す

ふ

せん ちゃ

ちゃ りょう り

ぶ
ん

と
う

と
う
で
ら

も
く

な
か
し
ま

や
ら
ん

いつ

ふ
し
ょ
う

じ

お
お
さ
か
ふ
た
か

と
く

き
ょ
う
と
ふ

う

じ

し

ほ
う
じ
ょ
う

ごだ
い
こ
う
ふじ

じ
ゃ
く

て
い
せ
い
こ
う

た

り
ゅ
う
せ
ん
じ

し
ん

ち
く

ご
ま
ん

み
ん

ぷ
く
じ

ろ
く

じ

し
ょ
う
こ
く
し
ご
う

み
ず
の
お
ほ
う
お
う

が
わ
い
え
つ
な

き

し

う
ん
ざ
ん
ふ
も
ん
じ

こ
く
し

ご
ろ
く

ね
ん

む
し
ん

が
わ
め
が
ね
ば
し

す

め
い
ざ
ん
こ
う

ふ
く
さ
い
じ

ふ
く
じ

ろ
く

け
い
ち
ょ
う

え
き



14 13

原稿用紙は、もともと中国の写経用のフォーマットであったとされます。
黄檗版と称される黄檗宗独自の版木彫刻の基本型式から誕生したものです。

今の原稿用紙同様に、20字×20行の400字で1枚、
かつ真ん中にタイトルを記入できる書式となっています。

原稿用紙

江戸時代、隠元とともに伝わった黄檗宗に関連する絵画のことです。中国明・清代の美術様式を継承し、鮮やかで強い色調、奇抜な表現が特長です。
黄檗僧・逸然や日本人弟子の河村若芝、渡辺秀石らが長崎で活躍し、やがて江戸時代の絵画史に新しい様式として定着しました。
日本文人画の大成者・池大雅、多才の文人・木村兼葭堂、奇想の画家・伊藤若冲など様々な画人が黄檗絵画の影響を受けています。

黄檗絵画

黄檗宗の隆盛にともなって仏像が必要となり、
多くの中国人仏師が日本に招かれました。
彼らが製作したのは異国的な魅力を放つ仏像で、
沈滞していた日本の彫刻界に新風を吹き込みました。
その主な特長は、鮮やかな盛り上げ彩色を多用する高い装飾性と、
木彫に塑土を用いる抑揚に富んだ表現です。 

黄檗様彫刻

法具としてよく知られている木魚は
黄檗派の僧がもたらしたもので、
他宗派にも広まりました。

木魚
桃や蝙蝠などの中国意匠、
唐様桟（中国では障子の桟の見える側が日本とは逆に外側に向けてはめられている)、
蛇腹天井（黄檗天井ともいい、龍の腹を表わしている。
本堂はじめ主要な建造物の軒下の垂木（一部）が丸いかまぼこ型をしている）などが特長です。
伽藍（寺院内の建物）の配置も、明代の中国の特徴を色濃く残しており独特です。

黄檗建築

明朝体は、もともと中国における印刷用の字体です。
その後黄檗宗独自の開刻技術によって発展継承され、我が国に定着しました。
鉄眼禅師が作った一切経（大蔵経）の版木の書体が代表的なものとされます。
文字を刻む場合は、一人が版木の全てを彫るのではなく、
十人ほどの職人が横一列にならび、作業を進めるといいます。
縦の線を彫る職人は縦線だけ、横の線を彫る職人は横線だけ、
とそれぞれに専門の担当部分を受け持ち、流れ作業の方式で彫られたそうです。
このために、非常に均整がとれた字体が誕生したのです。

明朝体

色鮮やかな袈裟に包まれた黄檗僧の姿は人々の目をひき、
江戸市中でまねることが流行しました。 
部分的に歌舞伎の衣装に取り入れられることもありました。
（「四天」と呼ばれるすそが四分割された袈裟など）

袈裟

禅宗高僧の肖像画は通常、頂相とよばれます。
ほとんど例外なく正面向きの像容で、
写実的に描かれているのが特長です。

黄檗絵画（肖像） 隠元が後水尾法皇から賜った袖を
縫い合わせて作った頭巾を起源とします。
頭頂部にその縫い目が来るように仕立てられています。
のちに「御高祖頭巾」となり、大流行しました。

隠元頭巾

《五百羅漢図》 （池大雅筆 18世紀） 京都萬福寺蔵

黄檗天井 （大殿回廊部分） 京都萬福寺蔵

《韋駄天立像》 所蔵者長崎・興福寺
撮影者山﨑信一

《仙人掌群鶏図襖絵》
（伊藤若冲筆） 西福寺蔵（提供 便利堂）

三代目豊国筆 《犬飼現八（三代目関三十郎）》 早稲田大学演劇博物館所蔵

日本で広く使われている400字づめ原稿用紙

おこそずきん《隠元禅師》 長崎歴史文化博物館蔵

《鉄眼版一切経及び版木》 宝蔵院蔵

しゃ

てつ

ご

ぬちん そう

とうちょう ぶ

お こ そ

みずの お ほう おう

そう

か ぶ き

たまわ そで

げん ぜん じ いっ さいきょう だい ぞうきょう

ほ

きょう

みん

ず

け さ

きん

ちょうたい

いつねん かわ むらじゃく し わた

いけのたい が き むら けん か どう い とうじゃくちゅう

もく

こう

から よう さん

じゃ ばら

が らん

てんじょう

しょう じ

もり

ちょう そ ど よくよう

なべしゅうせき



16 15

子供たちに
　小値賀の“好き”を
語れる人になってほしい

　小値賀町は西海に浮かぶ大小
17の島々からなり、豊かな自然と歴
史で知られています。その町でただ
ひとりの学芸員として活躍されている
平田賢明さんは、長崎市に生まれ県
外の大学を卒業後、県庁の嘱託職
員などを経て、平成22年に小値賀
町に赴任しました。
　赴任して早々の平田さんを待って
いたのは、町内のキリスト教関連史
跡を世界遺産へ登録するための大
仕事でした。世界遺産登録に関して
は、当初は町民をはじめ役場の職員
のなかにも懐疑的な雰囲気もあった
そうです。そのような状況のなかで新
人学芸員だった平田さんは膨大な
仕事量とプレッシャーに押しつぶされ
そうになりながらも、日々 の仕事を進
めていくしかありませんでした。そのと
き平田さんの心の支えとなっていた
のは“小値賀町が持つ歴史的資産
は世界遺産に相応しい価値がある”
という調査のなかで得た確信だった
そうです。

　特に国選定重要文化的景観「小
値賀諸島の文化的景観」のひとつ
である野崎島の舟森集落跡は、そ
れまで本格的な学術的調査が行わ
れておらず、平田さん
を中心とする小値賀
町の調査によってそ
の全貌が明らかにさ
れていきました。舟森
集落跡は外海地方
からの移住者によっ
て開拓された場所で
すが、平田さんは古
文書などの一次資料
を読み込み、さらに入
念な現地調査を実施
し、その伝承を明らか
にしていったのです。実際にその場に
立つと、舟森集落跡からは海峡を挟
んだ対岸の津和崎（新上五島町）の
集落をしっかりと望むことができます。
そこで平田さんはこれまでの“潜伏キ
リシタン＝人目を避けて暮らす人び
と”という固定化されたイメージに違
和感をおぼえ、舟森集落跡（野崎
島）、津和崎や立串の潜伏キリシタ
ン集落、さらには外海からの移住
ルートに位置する平島・江ノ島を交
流のあったひとつの海域として捉え

ることの重要性を認識するようになっ
たそうです。
　2018年７月「長崎・天草地方の
潜伏キリシタン関連資産」が世界

遺産に登録され、そ
のなかには小値賀
町の「野崎島の集
落跡」も構成資産に
含まれていました。
平田さんは町内に
設営されたパブリッ
ク・ビューイングでそ
の感動を町民ととも
に分かちあったそう
です。
　世界遺産関係の
仕事が一段落着き、

いま平田さんは新たな仕事にとりか
かっています。それは子供たちを対
象とする教育普及活動です。子供た
ちが小値賀の歴史と文化を知り、小
値賀のどこが好きか自分の言葉で
語ることができるようになってほしいと
いうのが平田さんの願いです。「小値
賀出身ということに誇りを持って、都
会に暮らしても、地元に残っても、
堂 と々胸を張って生きていける人に
なってほしいんです」と平田さんは笑
顔で話してくれました。

ミュージアムの人々
旧野首教会（背後の島影は平戸島）

舟森集落跡から上五島をのぞむ

「＋天地」銘石造物（舟森集落）
外海地方との関連をうかがわせる
貴重な石碑

潜伏キリシタンの墓地

舟森（瀬戸脇）集落跡

小値賀町教育委員会
文化財係長（学芸員）

平田賢明さん
まさ はる

〒856-0831長崎県大村市東本町481
0957-48-5050
http://www.omura-dejihaku.jp
10：00～18：00
毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）
年末年始（12/28～1/5）
毎月の末日（土日祝日の場合は翌平日）
特別整理期間（10日間以内）
無料
ミライｏｎ図書館と併用

●
●
●
●
●

●
●
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令
和
元
年
10
月
５
日
、大
村
市
に
開

館
し
た「
ミ
ラ
イｏｎ
」。県
と
大
村
市
が
整

備
し
た
県
立・
市
立
一
体
型
図
書
館「
ミ
ラ

イｏｎ
図
書
館
」（
長
崎
県
立
長
崎
図
書

館
・
大
村
市
立
図
書
館
）と「
大
村
市
歴

史
資
料
館
」の
複
合
施
設
で
す
。大
村
市

歴
史
資
料
館
は
１
階
の
南
側
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

資
料
館
は「
常
設
展
示
室
」「
企
画
展

示
室
」「
シ
ア
タ
ー
」で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。「
常
設
展
示
室
」で
は
大
村
の
原
始
・

古
代
か
ら
近
代
ま

で
の
歴
史
を
史
料

や
模
型
、映
像
で
紹

介
。「
企
画
展
示
室
」に
は
湿

度
を
一
定
に
保
て
る
展
示
ケ
ー

ス
が
取
り
入
れ
ら
れ
、大
村
市

の
資
料
に
加
え
、他
館
の
貴
重
な
資
料
も

展
示
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
シ
ア

タ
ー
」で
は
壁
面
を
大
き
く
使
い
、体
験
型

の
デ
ジ
タ
ルコン
テ
ン
ツ「
南
蛮
屏
風
図 

天

正
遣
欧
少
年
使
節
」や
、バ
チ
カ
ン
で
ロ
ケ

を
行
っ
た
天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
旅
を

紹
介
す
る
映
像
が
上
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、江
戸
時
代
末
期

の
大
村
藩
士
で
あ
り
、ま
た
明
治
時
代
に

大
阪
府
知
事
や
貴
族
院
議
員
な
ど
を
歴

任
し
た
、渡
辺
昇（
の
ぼ
り
）に
あ
て
た
２

通
の
書
状
で
す
。

　

１
通
目
の
差
出
人
は「
桂
小
五
郎
」で

す
。小
五
郎
は
長
州
藩
士
で
、明
治
維
新

の
三
傑
に
数
え
ら
れ
る
人
物
で
す
。木
戸

孝
允
と
い
う
名
前
で
ご
存
知
の
方
も
多
い

で
し
ょ
う
。書
状
に
は
、当
時
の
政
治
情
勢

を
昇
と
意
見
交
換
し
た
り
、九
州
諸
藩

を
勤
王
化
す
る
よ
う
促
し
た
り
す
る
こ

と
な
ど
が
書
か
れ
て
お
り
、小
五
郎
が
昇

を
九
州
の
ま
と
め
役
と
し
て
期
待
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

も
う
１
通
の
差
出
人
は「
坂
本
龍
馬
」

で
す
。龍
馬
は
ご
存
知
の
通
り
、幕
末
の

日
本
を
翔
け
ぬ
け
る
、土
佐
国
出
身
の
志

士
で
す
。書
状
に
は「
勝
先
生（
海
舟
）が

近
日
中
に
長
州
か
ら
帰
っ
て
肥
後
へ
行
く

ら
し
い
」と
の
情
報
を
、不
確
定
で
は
あ

り
ま
す
が
昇
へ
伝
え
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。書
状
が
いつ
ご
ろ
の
も
の
な
の
か
、

海
舟
に
つ
い
て
の
情

報
が
何
を
意
味
し

て
い
る
の
か
、詳
し
い

こ
と
は
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。今
後
の
研

究
が
ま
た
れ
る
書

状
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
書
状

は
、幕
末
に
お
け
る
大
村
藩
と
長
州
藩
の

関
係
、中
で
も
渡
辺
昇
が
果
た
し
た
役
割

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、貴
重
な
史
料
で

す
。桂
小
五
郎
や
坂
本
龍
馬
の
直
筆
書
状

は
、県
内
で
は
な
か
な
か
見
る
機
会
が
あ

り
ま
せ
ん
。いつ
展
示
さ
れ
て
い
る
か
、時
期

を
確
認
し
た
上
で
、ぜ
ひ
資
料
館
に
足
を

運
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

ミュージアム
逸品紹介
大村市歴史資料館

大村市歴史資料館

常設展示室内

渡辺昇宛桂小五郎書状

渡辺昇宛坂本龍馬書状

展示室入口

大村駅

大村湾

諏訪駅
大村
市民病院●

←
長
崎
空
港

長
崎
自
動
車
道

ミライon図書館
大村市歴史資料館

大村
I.C.

木場
I.C.

その1

そと

ひら しま

め



　

三
川
内
焼
と
言
え
ば
、唐
子
絵
の
皿
や

白
磁
の
透
か
し
彫
り
香
炉
が
有
名
で
あ
る

が
、近
年
新
た
に
判
明
し
た
史
実
を
踏
ま

え
、三
川
内
焼
の
特
徴
や
特
質
を
み
て
い

き
た
い
。ま
ず
、江
戸
時
代
の
三
川
内
地
域

は
平
戸
藩
領
内
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら「
平

戸
焼
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。ま
た
、三
川
内

皿
山
の
優
れ
た
陶
工
の一部
は
、平
戸
藩
か

ら
武
士
の
身
分
と
碌（
給
料
）が
与
え
ら

れ
、採
算
を
度
外
視
し
た
上
質
な
作
品
群

を
生
み
出
し
、そ
れ
ら
は
時
に
藩
主
や
将

軍
家
、皇
室
、大
名
家
な
ど
へ
献
上・贈
答

さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
三
川
内
焼
に
つ
い
て
、『
徳
川
実
紀
』

に
よ
れ
ば
、万
治
２
年（
１
６

５
９
）に
４
代
平
戸
藩
主
松

浦
鎮
信（
天
祥
）が
徳
川
将
軍
家

に
染
付
皿
３
０
０
枚
、鉢
10
枚
を

初
め
て
献
上
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
諸
大
名
は
国
元
の
産
物

な
ど
を
将
軍
家
へ
例
年
献
上
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、全
国
諸
藩
の
中

で
も
磁
器
を
献
上
し
た
藩
は
、平
戸
藩
と

佐
賀
藩
の
２
藩
の
み
で
あ
っ

た
。そ
れ
は
つ
ま
り
三
川

内
皿
山
が
優

れ
た
磁
器
製

作
技
術
を
保
持
し
て
い

た
こ
と
の
証
明
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、平
成
12
年（
２
０
０
０
）に
三
川

内
皿
山
の
代
官
所
跡
で
実
施
し
た
発
掘

調
査
で
は
、「
三
ッ
葉
葵
文
大
皿
片
」と
い

う
興
味
深
い
資
料
が
出
土
し
て
い
る
。残

念
な
が
ら
何
ら
か
の
理
由
で
破
棄
さ
れ
、

破
片
で
し
か
出
土
し
て
い
な
い
が
、こ
の
17

世
紀
末
〜
18
世
紀
初
頭
に
製
作
さ
れ
た

大
皿（一尺
皿
）に
は
、染
付
で
徳
川
家
の
家

紋
で
あ
る
三ッ
葉
葵
文
が
描
か
れ
て
お
り
、

先
の
文
献
史
料
に
記
さ
れ
た
平
戸
藩
と

徳
川
将
軍
家
の
献
上
関
係
を
裏
付
け
る

貴
重
な
考
古
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

同
じ
く
17
世
紀
後
半
〜
18
世
紀
初
頭

に
製
作
さ
れ
た
伝
世
品
の「
染
付
秋
草
文

瓶
」に
は
、庭
に
咲
く
秋
の
草
花
が
繊
細
な

染
付
で
描
か
れ
て
い
る
。ダ
ミ
は
柔
ら
か
で

ム
ラ
な
く
施
さ
れ
、発
色
し
た
青
色
も
柔

ら
か
な
色
合
い
で
あ

り
、こ
れ
ら
の
染

付
の
筆
致
や
構

成
は
、屏
風
絵

や
襖
絵
に
近
い

日
本
画
の
表
現
方
法

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、平
戸
藩

家
臣
の
野
元
家
の
文
書
に
は
、平
戸

藩
御
用
絵
師
の
片
山
尚
仙
が
描
い

た
京
都
の
草
花
図
を
三
川
内
皿
山

の
陶
工
に
渡
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、御
用
絵
師
と
の
協
力
体

制
の
下
で
、三
川
内
皿
山
の
陶
工
は

日
本
画
の
技
術
を
高
度
に
習
得
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、平
戸
藩
が
主
導
し
た

三
川
内
皿
山
に
お
い
て
、陶
工
や
御
用
絵

師
な
ど
高
度
な
人
材・技
術・材
料
等
を

集
め
、採
算
を
度
外
視
し
た
最
上
級
の
陶

磁
器
を
生
産
す
る
組
織
を
築
い
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。そ
の
成
果
と
し
て
、三

川
内
焼
が
将
軍
家
の
献
上
品
で
あ
る
と
い

う
重
責
を
担
って
い
た
の
で
あ
る
。

　

当
美
術
館
に
は
江
戸
時
代
か
ら
現
代

に
至
る
三
川
内
焼
の
作
品
群
が
展
示
さ
れ

て
お
り
、今
も
人
々
を
魅
了
し
続
け
て
い

る
。是
非
、皆
様
に
も
繊
細
優
雅
な
姿
を

堪
能
し
て
頂
き
た
い
。

ミュージアム
逸品紹介
三川内焼美術館
佐世保市教育委員会　文化財課

学芸員

溝上隼弘さん

その2
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菌
飲
料
の
容
器
、紙
コッ
プ

と
紙
粘
土
と
い
う
身
近

な
素
材
を
利
用
し
て
簡

単
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ま
た
思
い
思
い

の
色
に
着
色
す
る
こ
と
で
ア
ー
ト
的
な
要

素
も
加
わ
り
ま
す
。取
材
当
日
も
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
カ
ラ
フル
な
ミニ
火
山
が
続
々

と
誕
生
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
紹
介
す
る
の
は
屋
外
で
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
全
国
で
も
類
を
み
な
い

実
験
で
す
。こ
れ
は
お
よ
そ
１
０
０

０
度
の
溶
岩
を
作
り
だ
す
実
験
で
、

真
っ
赤
に
溶
け
た
溶
岩
が
ジ
オ
ラマの

山
を
流
れ
る
様
子
は
迫
力
満
点
、

離
れ
て
い
て
も
そ
の
熱
さ
を
十
分
に

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
体
験
は
、火
山
や
地
震

ラ
ム
の
さ
ら
な
る
充
実
も

は
か
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
今
回
新
設
さ
れ

た
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ボ
で
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
ワ
ー
クショッ
プ

を
体
験
し
て
み
ま
し
た
。最
初
に
紹
介
す

る
の
は
、担
当
学
芸
員
の
方
の
イ
チ
押
し

「
白
衣
を
着
て
火
山
実
験
」で
す
。模
型
の

火
山
の
噴
火
口
の
な
か
に
酢
と
重
曹
を
入

れ
て
泡
を
発
生
さ
せ
、こ
れ
を
流
れ
出
る

溶
岩
に
見
立
て
る
と
い
う
も
の
で
す
。こ
こ

で
注
目
し
た
の
は
実
験
前
に
子
ど
も
た
ち

が
泡
の
届
か
な
い
安
全
と
思
う
場
所
に
印

を
つ
け
る
こ
と
で
す
。こ
れ
に
よ
り
災
害
か

ら
自
分
の
身
を
守
る
と
い
う
意
識
を
持
た

せ
る「
防
災
教
育
」の
視
点
が
生
ま
れ
る
の

で
す
。

　

次
に
紹
介

す
る
の
は「
ミ

ニ
火
山
を
つ

く
る
」と
い
う

ワ
ー
クショッ
プ

で
す
。乳
酸

　

自
慢
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、今
回
は
リ

ニュー
アル
を
終
え
た「
が
ま
だ
す
ド
ーム（
雲

仙
岳
災
害
記
念
館
）」に
お
邪
魔
し
ま
し

た
。館
は
平
成
14
年（
２
０
０
２
）に
オ
ー
プ

ン
し
て
以
来
、雲
仙
岳
災
害
の
継
承
、防
災

教
育
の
拠
点
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
リニュー
アル
で
は

施
設
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変

更
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
は

も
ち
ろ
ん
、体
験
プロ
グ

が
多
い
日
本
に
とって
は
特
に
重
要
だ
と
担

当
学
芸
員
は
語
り
ま
す
。「
体
験
プロ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
、自
然
現
象
を
わ
か
り
や
す

く
理
解
し
、知
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
を
提
供
す
る
こ
と
は
、災
害

が
多
い
日
本
に
お
い
て
社
会
的
に

も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。」こ
れ
は
ま
さ
に
大
災

害
を
経
験
し
た
島
原
だ
か
ら
こ

そ
言
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
、取
材
し
た
の
が
休
日
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、館
は
多
く
の
子
供
連
れ
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
地
域
を

に
な
う
子
供
た
ち
の
明
る
い
笑
顔
が
、島
原

の
復
興
を
象
徴
し
て
い
ま
し
た
。

が
ま
だ
す
ド
ーム

（
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
）

自
然
現
象
を

わ
か
り
や
す
く
理
解
！

がまだすドーム

白衣を着て火山実験

展望所から見た
普賢岳（平成新山）

ミニ火山をつくる

溶岩を作り出す実験

〒859-3151 佐世保市三川内本町343番地
0956-30-8080
9：00～17：00
年末年始（12月29日～1月3日）
入場無料

●
●
●
●
●

所
電
時
休
料

佐世保国際
カントリー倶楽部

佐世保ハイウェイ
ゴルフコース

三川内病院●
佐世保市うつわ歴史館●

西九
州自
動車
道

三川内焼美術館

三河内駅

三ツ葉葵文大皿片

染付秋草文瓶

〒855-0879 島原市平成町１-１
0957-65-5555
9：00～18：00（入館17：00まで）
年中無休 ※メンテナンス休館あり
大人 1000円、中高生 700円、小学生 500円
※団体割引あり
※体験プログラムは事前にHP等で確認のこと

●
●
●
●
●

所
電
時
休
料

がまだすドーム

島原復興アリーナ

島原安中郵便局●

ファミリーマート
島原アリーナ店

●

水無川

●第三中●第五小
が
ま
だ
す
ロ
ー
ド



〒859-1303 長崎県雲仙市国見町神代丙103番地1（鍋島邸）
0957-37-3113（雲仙市教育委員会生涯学習課）
鍋島邸：10：00～17：00（但し入場は16：30まで）
鍋島邸：毎週月曜日
　　　  ※月曜日が祝日の場合は開館し、休日でない翌日休館
　　　  12月27日から翌年1月5日まで 
　　　  ※その他都合により変更する場合があります。
無料、鍋島邸：大人300円、小中高校生200円。
※障害者手帳をお持ちの方や団体(15名以上)は、割引あり。
無料
※神代小路地区を見学の際には、お住まいの方々への
　ご配慮お願いします。

●
●
●
●

●

●

所
電
時
休

料

 P

　

雲
仙
市
神
代
小
路
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区（
神
代
小
路
地

区
）に
は
、
神
代
川
と
み

の
つ
る
川
に
囲
ま
れ
た
古
い
町
並
み
が
ほ
ぼ

江
戸
時
代
の
姿
の
ま
ま
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
代
小
路
地
区
は
、17
世
紀
後

期
に
４
代
目
領
主・鍋
島
嵩
就
が
、

周
囲
の
川
や
田
を
埋
め
立
て
て
築

造
し
ま
し
た
。今
も
当
時
の
地
区

割
り
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
、水

路・生
垣・石
垣
な
ど
多
く
の
遺

構
が
、整
然
と
し
た
美
し
さ
を
保
っ

て
い
ま
す
。そ
の
集
落
は
横
道
小

路
、本
小
路
な
ど
に
よ
って
縦
横
に

区
画
さ
れ
て
い
ま
す
。出
入
口
は
三

か
所
で
、全
て
枡
形
に
固
め
ら
れ
て

お
り
、武
家
地
の
特
徴
で
あ
る
封

鎖
的
な
空
間
が
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。今
も
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
て
い

ま
す
が
、み
の
つ
る
川
が
昭
和
43

（
１
９
６
８
）年
か
ら
45
年
に
か
け

て
改
修
さ
れ
前
は
そ
の
川
沿
い
に

も
木
々
が
茂
って
い
た
そ
う
で
す
。

　

神
代
小
路
地
区
の
中
心
に
あ
る
の
が
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
領

主・鍋
島
氏
の
陣
屋
敷（
鍋
島
邸
）で
す
。

入
り
口
は
、元
禄
期
に
建
て
ら
れ
た
約
30

ｍ
の
石
垣
と
そ
れ
に
つ
づ
く
長
屋
門
で
す
。

邸
内
の
建
物
に
は
昭
和
に
な
さ
れ
た
造
作

も
あ
り
、近
代
和
風
住
宅
の
秀
作
で
も
あ

り
ま
す
。

　

主
屋
横
に
は
植
樹
さ
れ
た
三
本
の
緋
寒

桜
が
あ
り
ま
す
。最
も
古
い
も
の
は
大
正

時
代
に
植
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

2
月
〜
3
月
頃
は
濃
い
紅
紫
色
の
花
で
屋

敷
を
華
や
か
に
彩
って
い
ま
す
。

　

ま
た
枯
山
水
の
庭
園
が
あ
り
、そ
の
奥

に
は
見
事
な
し
だ
れ
梅
や

ツ
ツ
ジ
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、

訪
れ
る
観
光
客
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。こ
の
庭
園

は
高
台
の
鶴
亀
城
二
の
丸

跡
ま
で
続
い
て
お
り
、こ
こ

か
ら
、鍋
島
邸
全
体
を
鳥

瞰
で
き
ま
す
。庭
園
の
面
積

は
お
よ
そ
３
０
０
０
㎡
と
広
大
で
す
。

　

平
成
17（
２
０
０
５
）年
7
月
、神
代
小

路
地
区
は
伝
統
的
な
地
割
と
建
造
物
群

が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、文
化
庁
よ

り
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

（
伝
建
地
区
）に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た

翌
年
に
は
美
し
い
ま
ち
な
み
大
賞（
国
土

交
通
省
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、伝
統
的
な
美
し
さ
を
保
っ

て
い
る
神
代
小
路
地
区
で
す
が
、今
も一般

の
方
が
お
住
ま
い
の
居
住
区
で
も
あ
り
ま

す
。ま
さ
に「
生
き
た
文
化
財
」と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

古き町並みの美
神代小路

雲仙市神代小路
重要伝統的建造物群

保存地区

建物探訪

整然とした石垣 当時の面影をのこす町並み 鍋島邸内
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鍋島邸（二の丸跡高台から撮影）

神代駅

諫
早
←

→
島
原

鍋島邸

雲仙市神代小路
重要伝統的建造物群
保存地区

アメリカ文化香る佐世保の街で、ダンスパフォーマンスやバトル、
ワークショップなどを通じ、県内のダンスパフォーマーの育成を
目指します。

“させぼ四ヶ町”と“渋谷センター街”の親善イベント。国内外から
渋谷に集まった短編映画を渋谷・佐世保で毎月上映会し、2月
に佐世保でゴールデンバーガー賞を決定する映画祭。運営に
は長崎国際大学、長崎県立大学が参加しています！

2018年から長崎が誇るしまを中心に文化芸術で様 な々交流を図る「長崎のしまの芸術祭」と併せて実施している県の人材育成事業。
県内外の若者の人材発掘を目的に、地元大学等と連携し、若者の郷土愛を深め、Uターン者増加、若者人口の定着を目指します。
２年目を迎える今年は映画、ダンス、音楽など多岐に亘るイベントを実施しました。参加した学生からは、
「この経験を今後に活かしたい」など嬉しい声が届いています。学生の皆様のご参加、お待ちしております。

東京藝術大学の一流講師陣によるハイレベルなマスタークラス
と成果発表を実施しました。

マーチング愛好者が集まり、全国的に著名な講師の指導のもと、
クリニックを開催し、最終日にはフィナーレで成果を披露しました。

ロシアの世界的な一流音楽家によるクラシックコンサートを開
催しました。本番前日には、ロシア音楽家によるアルカス
SASEBOジュニアオーケストラメンバーへの熱い指導が行わ
れ、コンサート当日には素晴らしい演奏を披露しました。

長崎県美術館で、ミュージックライブや美術館ワークショップな
どの文化芸術に触れる場と、長崎の食と県産酒を味わいなが
ら人と人が交流するイベントを長崎大学の大学生が企画・運
営に携わり開催しました。

若者アート「LOVE♥ながさき」
創造プロジェクト
若者の「ながさき愛」を高めたい！

SASEBO DANCE PORT

OMURAミュージック・キャンプ2019

日露交歓コンサート2019in佐世保

第９回雲仙マーチングクリニック

満月BAR

九
州
で
唯一の

マ
ー
チ
ン
グ
ク
リ
ニッ
ク
！

佐
世
保
を

ダ
ン
ス
の
メッ
カ
に
！

ジュニ
ア
弦
楽
奏
者
の

発
掘・育
成
を
！

ジュニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

人
材
育
成
を
！

食
と
芸
術
の
コ
ラ
ボ
！

佐
世
保
、渋
谷
と
言
え
ば

短
編
映
画
祭
を
世
界
常
識
に
！

第３回渋谷TANPEN映画祭
CLIMAXat佐世保2019-20

《長崎しまの芸術祭》

Facebook Instagram
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Special
Topics

日中シンポジウム「隠元禅師と黄檗文化」
～『絆』・『感動』・『文化交流』が生みだす新たな価値～

　昨年（2019年）の6月30日長崎県・長崎市・長崎
大学の共催により、日中シンポジウム「隠元禅師と
黄檗文化」を開催しました。中華人民共和国習近
平主席、友好県省の福建省委員会于偉国書記か
らお祝いのメッセージもいただきました。
　開会式において、日本礼道小笠原流長崎支部の
皆様に煎茶のお点前をご披露いただき、東彼杵産
の天皇杯受賞逸品茶が来場者に振舞われました。
　NPO法人長崎史談会の原田博二会長より「隠
元禅師と黄檗文化」の基調講演、若木太一長崎大
学名誉教授には「隠元―『万国の春』を心に」をご
講演いただきました。
　中国福建省人民政府外事弁公室の王天明主
任、福建省仏教協会主持工作常務副会長普法大
和尚を団長とする仏教協会訪問団等計100名程
度、中華人民共和国駐日本大使館の郭燕公使、駐
長崎総領事館の劉亜明総領事、黄檗宗管長近藤
博道猊下、黄檗宗僧侶、宗教者懇話会、華僑華人、
研究者をはじめ、長崎県民等約600名の方にご来
場いただきました。
　シンポジウムに先駆けて、隠元禅師「初登宝地」
の興福寺で隠元禅師東渡365周年記念イベントが
開催され、厦門の虎渓岩寺と黄檗文化交流を目的
とする友好寺院の締結が行われました。また、虎渓
岩寺の浄心住職には、日中黄檗文化交流に尽力さ
れた功績から、中村知事より「長崎奉行」を贈呈さ
れました。
　今後も隠元禅師ゆかりの寺院は、黄檗文化交流
や街のミュージアムとして情報発信の役割を果たし
ていただくことが期待されます。

　日中シンポジウムの一環として、訪問団はゆかり
の寺院と交流を行い、長崎歴史文化博物館の視
察、隠元禅師の足跡を辿り宇治萬福寺とも交流を
行いました。

次世代継承への取組

　隠元禅師の顕彰及び黄檗文化の次世代への継
承のため、県職員の研修や大学生を対象に講座を
開催する取組を行っています。

　昨年、長崎大学で約130名、台北国立芸術大学
からの訪問団22名、中国の厦門大学嘉庚学院で
70名が受講されました。学生の皆さんは当たり前
に日本文化と考えていたものが実は黄檗文化に
ルーツがあることに驚き、また長崎県が日本の他の
自治体に先がけて隠元禅師の顕彰や黄檗文化交
流を行っていることに興味を持っていました。

生涯学習講座の開催

　長崎県年金協会「年金の集い」にご参加の皆さ

んに「隠元禅師と黄檗文化」の講演を行い、５回で
延べ501人が受講されました。

学さるくの実施

　10月に興福寺及び晧台寺、11月に福済寺及び
聖福寺を見学後、52名が煎茶や普茶料理を体験
されました。参加された方々に大変好評を得て、次
年度は春と秋に2回開催する予定です。
　九州では、現在普茶料理を体験できるところは
興福寺と聖福寺のみです。この機会にぜひ、ご賞味
ください。

中国政府要人の
隠元禅師「初登宝地」興福寺の視察

　9月に孔鉉佑駐日中国大使が興福寺を訪れまし
た。また、11月に福建省委員会于偉国書記ご一行
が本県を訪問し、興福寺を視察され、中村知事との
会見で今後青少年交流や黄檗文化交流を強化し
ていきたいと話されました。

広報活動

　長崎県では、隠元禅師の関連記念日に関するス
トーリーの構成を行い、日中の記念行事の情報発
信や相互に参加できるような企画や協力を行って
います。また、これらの歴史的素材を観光客誘致に
生かす取組も始めています。
　昨年9月に国立劇場で10年ぶりに黄檗宗の梵
唄の公演があり、1500席の会場が満席になり、中
国語での読経の人気ぶりが窺えました。
　6月の隠元東渡日本記念日に、隠元禅師が祖国

を離れた最後の地である厦門において隠元禅師
東渡記念石碑を建立し、11月には隠元禅師像及
び隠元禅師東渡記念図が建立されました。
　また、10月「中国漳州・南山の光」一帯一路関連
イベント、11月福建省福清市万福寺の竣工式や
「第1回国際黄檗禅シンポジウム」に参加し、隠元
禅師来日に長崎が果たした役割等についての論文
を発表しました。

　このほか、中華人民共和国駐長崎総領事館の
協力により、県内マスコミ9社が福建省で取材、12
月は福建省からマスコミ2社が来日され隠元禅師
ゆかりの寺院や黄檗文化の取材を行いました。
　2020年は隠元禅師出家400年、興福寺創建
400周年、中華人民共和国駐長崎総領事館設立
35周年を迎えます。
　また、2022年は隠元禅師大遠諱350年、日中国
交正常化50周年、長崎県と福建省の友好県省締
結40周年にあたりますので、日中において黄檗文
化交流がさらに活発に行われる予定です。

今に息づく
黄檗文化と隠元禅師
～隠元禅師東渡365周年記念～

日中シンポジウム

青少年少林武術交流

長崎大学での講義


